
【 因幡浄苑全稼働にかかる整備事業 】 

 

平成２８年４月から予定している汚泥再資源化の民間委託に向けては、因幡浄苑を全

稼働する必要があるため、現在休止中である一部設備のメンテナンス等整備を行う。 

 

補正額 ５４，６６７千円 （補正後 54,667 千円 －補正前 0 円） 

 

＜ 現   状 ＞ 

                

 し 尿 等 → 受入貯留設備 → 生物処理設備            

        

 集落排水汚泥→ 受入貯留設備 

 

 

 

＜ Ｈ28.4～ ＞ 

 

                              

し 尿 等 → 受入貯留設備 → 生物処理設備 

                                                 

 

集落排水汚泥→ 受入貯留設備                                        民間委託 

 

 

 

―全稼働に向けたメンテナンス内容― 

     〇高度処理設備・・・凝集膜装置整備、水処理用活性炭交換 

     〇汚泥処理設備・・・脱水機整備 

   ○総合試運転 

 

汚泥（脱水） 

処理設備 

高度処理設備 

公共下水道 
汚泥圧送 

し尿等圧送 

放 流

汚泥再資源化

処理水

固形物 

正副管理者会議 資料１

1



 

 

 

  

現状稼働(H25.10～)

因幡浄苑処理フロー図 

全稼働(H28.4～)

民間施設

主な整備個所

活性炭交換
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債務負担限度額（因幡浄苑包括管理運転委託業務）の対比

（単位：千円）

33,295 32,851 444

168,773 181,885 △ 13,112

36,805 34,268 2,537

26,762 28,000 △ 1,238

修繕費 105,206 119,617 △ 14,411

6,306 5,078 1,228

208,374 219,814 △ 11,440

31,257 31,553 △ 296

239,631 251,367 △ 11,736

19,170 12,568 6,602

258,801 263,935 △ 5,134

項目
今回債務負担限度額の

単年度平均額
前回債務負担限度額の

単年度平均額
差引

人件費

一般管理費等の諸経費

税抜合計

消費税及び地方消費税

合計

需用費

光熱水費等

薬品費

点検・清掃・分析費等

小計
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